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女
性
会
で
は
新
会
員
募
集
中

で
す
。女
性
経
営
者
の
方
、経
営

者
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
女
性

の
方
、女
性
幹
部
の
方
な
ど
、日

頃
か
ら
会
社
経
営
に
つ
い
て
考

え
た
り
、悩
ん
だ
り
、喜
ん
だ
り

し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
、私
た

ち
と
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん

か
。女
性
の
視
点
で
広
く
社
会

を
見
つ
め
、自
社
の
経
営
や
自

分
自
身
の
発
展
の
た
め
に
、女

性
経
営
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

有
意
義
に
活
か
し
ま
し
ょ
う
。

新
会
員
募
集

　

6
月
5
日
、小
樽
を
訪
れ
る
観

光
客
や
市
民
に
花
の
あ
る
風
景

を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、中
央

橋
・
小
樽
運
河
ク
ル
ー
ズ
発
着
場

前
で
、花
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
で
5
年
目
と
な
り
、色
鮮
や

か
な
ゼ
ラ
ニ
ウ
ム
30
株
と
バ
コ

パ
15
株
を
15
個
の
プ
ラ
ン
タ
ー

に
分
け
、運
河
ク
ル
ー
ズ
発
着

場
に
設
置
し
ま
し
た
。

道
央
ブ
ロ
ッ
ク

商
工
会
議
所
女
性
会
研
修
会

女
性
の
た
め
の
起
業
応
援
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

11
月
23
日
、ホ
テ
ル
ノ
ル
ド
小

樽
に
お
い
て「
女
性
の
た
め
の
起

業
応
援
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催
、

市
内
の
女
性
22
名
が
参
加
し
ま
し

た
。「
起
業
し
た
く
て
も
誰
に
相

談
し
て
い
い
の
か
わ
か
ら
な

か
っ
た
」と
い
う
会
員
の
経
験
を

も
と
に
、女
性
が
起
業
を
目
指
す

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
企
画
し

ま
し
た
。

　

市
内
で
高
齢
者
支
援
施
設
を

運
営
す
る
八
田
志
津
子
さ
ん
、美

容
室
を
経
営
す
る
日
下
部
瞳
さ

ん
、ト
リ
ミ
ン
グ
サ
ロ
ン
を
経
営

す
る
新
山
沙
紀
さ
ん
と
北
海
道

新
聞
社
の
中
川
支
社
長
に
よ
る

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、起
業
し
た
き
っ
か
け
や
、不

安
だ
っ
た
こ
と
、起
業
し
て
良

か
っ
た
こ
と
を
お
話
い
た
だ
い

た
他
、起
業
前
の
事
業
計
画
書
や

資
金
計
画
書
の
作
成
に
苦
労
し

た
こ
と
、ス
タ
ッ
フ
が
働
き
や
す

い
環
境
づ
く
り
を
心
掛
け
て
い

る
こ
と
、時
間
の
調
整
が
し
や
す

く
な
り
仕
事
と
私
生
活
の
バ
ラ

ン
ス
が
良
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
、

貴
重
な
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は「
起
業
へ
の
想

い
が
強
く
な
っ
た
」な
ど
の
意
見

が
寄
せ
ら
れ
、女
性
の
起
業
意
識

を
高
め
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

   

10
月
12
日
、第
32
回
全
道
商
工
会

議
所
女
性
会
研
修
交
流
会
が
ア
ー
ト

ホ
テ
ル
旭
川
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

新
倉
会
長
、小
笠
原
副
会
長
他
、会
員

  

10
月
30
日
、道
央
ブ
ロ
ッ
ク
商
工

会
議
所
女
性
会
研
修
会
が
石
狩
市
民

プ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、新
倉

会
長
、石
橋
副
会
長
が
参
加
し
ま
し

た
。研
修
で
は
㈱
あ
い
風　

代
表
取

締
役 

吉
田 

和
彦
氏
に
よ
る
講
演
会

「
道
の
駅
い
し
か
り　

あ
い
ろ
ー
ど

厚
田
」で
は
、道
の
駅
オ
ー
プ
ン
の
経

緯
や
今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て
講
演

が
あ
り
ま
し
た
。午
後
か
ら
は「
あ
い

ろ
ー
ど
厚
田
」と「
は
ま
な
す
の
丘

ヴ
ィ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
」の
見
学
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

題字／池田麗子　企画・編集／オー・プラン

8
名
が
出
席
し
ま
し
た
。平
成
29
年
度

の
ブ
ロ
ッ
ク
別
研
修
会
の
報
告

や
、Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ 

Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
の
森
崎 

博

之
氏
に
よ
る
食
育
に
関
す
る
講
演
会

が
行
わ
れ
、懇
親
会
で
は
全
道
の
皆

さ
ん
と
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

高齢者支援施設
「ケアサービスさくら」

施設管理者 さん八田 志津子

美容室 Akala （アカラ）

代表 さん日下部  瞳
いぬの美容室 Knit （ニット）

代表 さん新山 沙紀

　

ま
た
、来
年
度
の
第
33
回
全
道
商
工

会
議
所
女
性
会
研
修
交
流
会
は
小
樽

市
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、新

倉
会
長
他
、会
員
一
同
で
ピ
ー
ア
ー

ル
し
ま
し
た
。小
樽
市
で
の
開
催
は

平
成
5
年
以
来
26
年
ぶ
り
で
す
。各
地

女
性
会
の
皆
様
が
交
流
・
親
睦
を
深

め
、有
意
義
な
研
修
交
流
会
と
な
る

よ
う
、精
一
杯
皆
様
を
お
迎
え
す
る

準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。



12
日（
月
）第
32
回
全
道
商
工
会
議

所
女
性
会
研
修
交
流
会
参
加
報
告
会
／

14
日（
水
）札
幌
商
工
会
議
所
女
性
会
特

別
講
演
会〈
札
幌
市
〉／
20
日（
火
）フ
ラ

ワ
ー
事
業
プ
ラ
ン
タ
ー
撤
去
／
23
日

（
金
）女
性
の
た
め
の
起
業
応
援
フ
ォ
ー

ラ
ム

3
日（
水
）全
国
商
工
会
議
所
女

性
会
連
合
会
創
立
50
周
年
記
念
式
典
・
第

50
回
岩
手
総
会〈
盛
岡
市
〉／
12
日（
金
）

第
32
回
全
道
商
工
会
議
所
女
性
会
研
修

交
流
会〈
旭
川
市
〉／

30
日（
火
）道
央
ブ

ロ
ッ
ク
商
工
会
議
所
女
性
会
研
修
会

〈
石
狩
市
〉

5
日（
火
）ウ
ェ
ル
カ
ム
フ
ラ
ワ
ー

事
業

22
日（
木
）平
成
29
年
度
第
2
回
定

例
会

12
日（
木
）正
副
会
長
会
議
／
19
日

（
木
）平
成
29
年
度
会
計
監
査

5
日（
木
）正
副
会
長
会
議
／
19

日（
木
）小
樽
市
勤
労
女
性
セ
ン
タ
ー
運

営
委
員
会
／
26
日（
木
）小
樽
市
上
下
水

道
事
業
経
営
懇
話
会

7
日（
火
）小
樽
市
子
ど
も
・
子

育
て
会
議
／
9
日（
木
）平
成
30
年
度

第
1
回
定
例
会
／
22
日（
水
）小
樽
水
産

加
工
グ
ラ
ン
プ
リ
審
査
会

15
日（
火
）平
成
30
年
度
定
時
総
会

／
24
日（
木
）平
成
30
年
度
北
海
道
商
工
会

議
所
女
性
会
連
合
会
総
会〈
札
幌
市
〉

平
成
29
年
度
第
2
回
定
例
会

今
後
の
予
定

　

中
川
支
社
長
は
平
成
29
年
に
小

樽
支
社
で
は
初
め
て
の
女
性
支
社

長
と
し
て
着
任
し
ま
し
た
。こ
れ

ま
で
に
営
業
統
括
本
部
な
ど
で
、

子
ど
も
達
が
10
年
後
、20
歳
に
な
っ

た
時
も
ニ
ュ
ー
ス
を
身
近
に
感
じ

て
ほ
し
い
と
の
想
い
か
ら
、小
学

５
年
生
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た

「
週
刊
ま
な
ぶ
ん
」の
発
行
を
推

進
し
て
き
ま
し
た
。同
社
で
は
女

性
社
員
が
増
え
て
お
り
、「
女
性

社
員
に
は
多
く
の
仕
事
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
、キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を

目
指
す
よ
う
伝
え
て
い
ま
す
。女

性
の
働
き
方
も
変
化
し
て
い
る

中
で
、女
性
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

が
組
織
に
は
必
要
で
す
。女
性
管

理
職
を
育
て
て
い
き
た
い
。」と

話
し
、購
読
者
へ
は「
幅
広
く
情

報
発
信
で
き
る
事
が
新
聞
の
強

み
な
の
で
、こ
れ
か
ら
も
多
く
の

方
に
新
聞
を
読
ん
で
い
た
だ
き
、

読
者
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き

た
い
。」と
の
想
い
を
話
さ
れ
ま

し
た
。

　

１
９
０
８
年
創
業
、
5
代
目
社

長
に
畳
の
歴
史
や
構
造
、効
果
な

ど
、畳
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
る

活
動
に
つ
い
て
講
話
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。同
社
で
は
日
本
人
の

畳
離
れ
が
進
む
中
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
販
売
に
よ
る
道
内
外
へ

の
販
売
や
、被
災
地
の
借
上
げ
住

宅
な
ど
に
畳
を
提
供
す
る
社
会

貢
献
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、市
民
向
け
の
ミ
ニ
畳

製
作
体
験
会
で
は
、地
元
の
お
客

様
と
の
交
流
を
通
じ
、畳
に
興
味

が
あ
る
方
が
数
多
く
い
る
事
を

実
感
し
た
そ
う
で
す
。山
口
社
長

は「
将
来
的
に
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
お
客
様
向
け
に
畳
工
場
の
見

学
や
、畳
の
製
作
体
験
を
通
じ
、

畳
の
素
晴
ら
し
さ
を
体
感
し
て

ほ
し
い
。ま
た
、手
ご
ろ
な
価
格

で
良
質
な
畳
を
販
売
し
、次
世
代

に
も
畳
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え

て
い
き
た
い
。」と
話
し
、畳
へ
の

強
い
想
い
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

【
平
成
30
年
3
月
〜
平
成
30
年
11
月
】

【
平
成
31
年
1
月
以
降
】

「
新
聞
を
小
樽
の
多
く
の
方
に
」

㈱
北
海
道
新
聞
社
小
樽
支
社
　
支
社
長

期
日
：
平
成
30
年
3
月
22
日
　
場
所
：
オ
ー
セ
ン
ト
ホ
テ
ル
小
樽

中
川 

充
子 

氏

講 

師
平
成
30
年
度
第
1
回
定
例
会

「
畳
屋
と
し
て
の
生
き
残
り
を
か
け
た
私
の
挑
戦
」

東
畳
工
業
㈱  

代
表
取
締
役
社
長

期
日
：
平
成
30
年
8
月
9
日
　
場
所
：
オ
ー
セ
ン
ト
ホ
テ
ル
小
樽

山
口 

真
三
子 

氏

㈲
ダ
イ
ヤ
ワ
ッ
ク
ス
社

取
締
役
社
長

新
倉 
敬
子

「
紫
陽
花
の
花
」

　

大
好
き
な
花
木
、濃
い
紫
色
、

ピ
ン
ク
、白
・・・
花
色
の
濃
淡
が

と
て
も
美
し
い
ア
ジ
サ
イ
。毎
年

花
の
色
は
同
じ
よ
う
で
も
少
し

ず
つ
違
い
、花
の
色
が
よ
く
変
わ

る
こ
と
か
ら
、「
七
変
化
」と
も
呼

ば
れ
る
。梅
雨
時
か
ら
初
夏
に
か

け
て
長
い
期
間
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
。日
陰
に
耐
え
、日
陰
の

多
い
我
が
家
で
も
毎
年
花
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

我
が
家
の
庭
に
あ
る
、ア
ナ
ベ

ル
と
い
う
ア
メ
リ
カ
ア
ジ
サ
イ

は
、秋
に
根
元
近
く
か
ら
大
胆
に

刈
り
込
ん
で
も
翌
年
に
は
大
き

な
花
を
つ
け
る
。白
花
の
ア
ジ
サ

イ
や
少
し
開
花
の
遅
い
ア
ジ
サ

イ
科
の
ノ
リ
ウ
ツ
ギ
も
赤
く
色

が
変
化
し
て
晩
秋
ま
で
咲
い
て

く
れ
る
。手
の
掛
か
ら
な
い
た

く
ま
し
い
花
木
で
あ
る
。

　

”ア
ジ
サ
イ
が
好
き
な
ん
で
す

ね  

と
言
わ
れ
る
く
ら
い
、す
っ

か
り
ア
ジ
サ
イ
が
い
っ
ぱ
い
の

庭
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ティー ブレイク

ご入会ありがとうございます。

新会員のお知らせ

東畳工業㈱　代表取締役社長

㈱北海道新聞社小樽支社　支社長

（畳小売業）山口 真三子さん

（新聞業）中川 充子さん

31
日（
木
）平
成
31
年
新
年
会

平
成
30
年
度
第
2
回
定
例
会

女
性
会
の
活
動
に
つ
い
て

3
月

1
月

2
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

4
日（
火
）正
副
会
長
会
議

講 

師

“


